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1.ワークショップの概要                          

目的                                 

地方創生を推進する本市の計画である「弥富市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の第

２期改訂にあたり、本市の地域課題の掘り起こしとその課題解決に向けた取り組むべき事

業のアイデア・提案について検討し、計画に反映することを目的とする。 

実施方法                         

オンライン（Web 会議システム「Zoom」を使用） 

開催日時                        

第 1回 令和 2年 9 月 26 日（土） 午前 10 時～12時 

第 2回 令和 2年 10月 10日(土)  午前 10 時～12時 

第 3回 令和 2年 10月 24日(土)  午前 10 時～12時 

参加者                         

市内に在住、在学、在勤のいずれかに該当する方 

まちづくりを研究している学生等   計 22名 

※参加者からリーダーを選抜、話し合いの進行を務めていただきました。 

コーディネーター                     

名古屋市立大学 人文社会学部 三浦 哲司准教授 

ファシリテーター                     

名古屋市立大学 佐藤則子研究員 

  ランドブレイン株式会社（運営補助等） 
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2.ワークショップ 3 回のながれ                     

弥富市の現況・課題を整理して共有しよう！           

◆ オリエンテーション ◆ 

 弥富市の現況・課題と総合戦略について 

◆ グループワーク ◆ 

「まち」「ひと」「しごと」のテーマごとに弥富市の良いところや足りないところについて意

見を出してもらい、弥富市の現況・課題についての整理を行いました。 

 

テーマ別に課題や目指すべき将来像を考えよう！       

◆ オリエンテーション ◆ 

 地方創生の取組を考えるポイント、他市の好事例について 

◆ グループワーク ◆ 

「まち」「ひと」「しごと」の３つのグループに分かれて、弥富市の「良いところ」や「良く

ないところ」「伸ばしたいところ」や「足りないもの」など、前回の振り返りをふまえ、重点課

題・伸ばすべき長所を整理しました。そして課題を解決し長所を伸ばした時の「目指すべき将来

像」について考えました。その将来像を実現するための取組アイデアを提案し、様々な角度から

意見交換を行いました。 

 

課題解決に向けた具体的な取組を提案しよう！        

◆ オリエンテーション ◆ 

 取組を形にしていく際のポイントについて 

◆ グループワーク ◆ 

引き続き、「まち」「ひと」「しごと」の３つのグループに分かれて、目指すべき将来像の実

現に向けた取組アイデアを市の事業として実行できるよう、具体的な取組の内容について話し合

いました。最終的には各グループで１つ以上の取組が提案されました。 
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3.第 1 回ワークショップ                            

オリエンテーション                    

弥富市の現況・課題、総合戦略について                              

第２期総合戦略策定の目的や計画期間、弥富市

の人口、出生率、強みや弱みなどを説明しまし

た。第 1期総合戦略の４つの基本目標はそのまま

に、子育て世代の市外への転出を減らし、弥富市

に住んで子どもを育てる人を増やすために、市と

市民が一緒に考えて活動していきたいという方向

性を示しました。 

 

 

グループワークの様子                  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個人ワークで、しっかりと自分の意見を固めた

後、グループワークに移りました。  

全員が、「まち」「ひと」「しごと」の 3つの

テーマについて意見が述べられるように、短い時

間で1 回のセッションを区切り、合計で 3セッ

ションの意見交換を行いました。 

また、参加している色々な人と意見を交換でき

るよう、1 回ごとのセッションでグループメンバ

ーもシャッフルしました。Zoom のホワイトボー

ド機能を有効に活用して意見を交換しました。 

そのため、多様な意見がたくさん出る結果とな

りました。第1 回ワークショップ後の参加者アン

ケートでは、普段なかなか話す機会のない世代の

人と意見を交換できたことが有意義だったという

声が多かった一方、１回のセッションの時間が短

く、参加者同士でゆっくり話すことができなかっ

たという声も多くあり、次回への課題になりまし

た。 
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第 1 回のまとめ                     
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4.第 2 回ワークショップ                          

オリエンテーション                    

地方創生の取組を考えるポイント、他市の好事例について                          

弥富市の課題を整理し、目指すべき将来像を

設定、取組アイデアを具体的に提案していくに

あたり、地方創生の取組についての考え方のポ

イントを説明しました。併せて、第２期総合戦

略の計画期間や国からの交付金について説明

し、それを活用した他市で既に取り組まれてい

る取組例について、提案のヒントとして紹介し

ました。 

グループワークの様子                  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 参加者一人ずつを「まち」「ひと」「しご

と」のテーマに分けて、腰を据えた話し合い

が行われました。 

まず、前回出された「良いところ」「伸ば

したいところ」をさらに掘り下げて考えると

ころから始めました。弥富市の伸ばすべき長

所、克服すべき課題としてそれぞれのテーマ

でたくさんの項目が挙がりました。 

次に挙げられた項目を改善できた時、どん

な弥富市になっていたいか、どの方面を伸ば

していくか、弥富市の「目指すべき将来像」

をテーマごとに設定しました。 

 そこから「目指すべき将来像」に近づくた

めに、今後何を行っていくべきか、取組のア

イデア出しを行いました。 

 参加者の中からリーダーが選出され、リー

ダーを中心として市民同士の話し合いが積極

的に行われました。 
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第２回のまとめ                     
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5.第 3 回ワークショップ                          

オリエンテーション                    

取組を形にしていく際のポイントについて                            

前回設定した目指すべき将来像の実現に向け

た取組アイデアを市と市民が協働で市の事業と

して実行していくために、ひとつの事業として

まとめていく際のポイントを説明しました。 

また、他グループと提案内容が重複しないよ

うに、再度「まち」「ひと」「しごと」の項目

内容を確認しました。 

グループワークの様子                  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「まち」「ひと」「しごと」の中から前回と

同じテーマで、取組アイデアをより掘り下げて

考えていく話し合いを行いました。 

 誰をターゲットにするのか、取組の内容は何

を行うのか、誰がやるのか、誰と連携するの

か、それによってどんな効果が見込めるかなど

を具体的に考え、3 か年の取組ということも踏

まえて意見交換が行われました。 

 計画の期間が短いことから、ハード面よりは

ソフト面においての取組について積極的に話し

合われました。 

 取組が採用された際には自分たちも活動に参

加する気持ちで、を合言葉に具体的な内容が盛

り込まれた提案になっています。 

 最後には全3 回のワークショップの最終回の

まとめとして、各グループからテーマに沿って

行っていきたい取組についての発表がありまし

た。 
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6.市民からの提言 ～第 3 回のまとめを兼ねて～                 

 

今回は、参加者の皆様には「こうなったらいいな」という意見だけでなく、「実際に弥富市の事

業として行い、自らもその事業に関わっていくこと」を前提に、「まち」「ひと」「しごと」の各

グループから１つ以上の取組提案をしていただきました。 

参加者の皆様からいただいた貴重なご意見は、第２期総合戦略の中で市の事業として実施するこ

とを念頭に、今後、所管となる関係部署や他の類似事業との兼ね合いなどを調整していきます。 

 ワークショップ後のアンケートでは、参加者の多くの方が「実際に事業が動き始めたら一緒に活

動する気持ちがある」と回答していただきました。 

住んでみたい、住み続けたい弥富市を目指して、市民と協働のまちづくりを進めていきます。 
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